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都市木造 



伝統木造建物 Traditional Wooden Building 



在来軸組構法 ２ｘ４工法 

プレファブ構法 フレーム構法 

木造住宅 



大規模木造 



現代木造住宅 

組積造 フレーム構造 

HP シェル フィンフレーム 



近代木造建築 (1900-1950) 



大規模木造 

2005 金沢エムビル 

2011 東部地域振興ふれあい拠点施設 

2012 ウッドスクエア 

写真：POLUS-TEC 



ウッドスクエア（2012） 



東部地域振興ふれあい拠点施設（2011/埼玉県） 



日本の中高層木造建物（計画） 



日本の中高層木造建物（計画） 
写真：KUS 



木造住宅から木造建築へ 

木造住宅 
 
から 

 
木造建築 

 
へ 



設計 

大規模建築、公共建築 
 組織事務所 
 ゼネコン設計部 
 
 
 
木造建築 
 小規模設計事務所 
 工務店 

大規模木造建築？ 

設計者 



設計 

大規模建築、公共建築 
 組織事務所 
 ゼネコン設計部 
 
 
 
木造建築 
 小規模設計事務所 
 工務店 

設計支援情報 
 日本集成材工業協同組合 
 日本合板工業組合連合会 
 全国LVL協会 
 team Timberize 

設計者 

大規模木造建築？ 



木造建築 

耐震 環境 防耐火 材料 



木造建築 

林業 

木材工業 

建設業 
（設計） 
（施工） 

廃棄 



循環型資源 

林業 
木材工業 

建設 
（設計） 
（施工） 

廃棄 

循環型 
資源 

さまざまな 
関連業種 



中高層木造 

耐震 



1995 兵庫県南部地震 

1923 関東大震災 

2004 新潟県中越地震 

1948 福井地震 

木造住宅の地震被害 



1960～80年 木造軸組構法住宅 



木造住宅の構造設計（壁量計算） 

耐震等級３ （JMA神戸 3次元） 



木造住宅の解析 

解析モデル 
FEM Analysis 

 曲げ要素 

 ・ 剛棒要素と回転バネ要素から
なる要素群 

 ・ 回転バネにより曲げ変形と曲
げ破壊を表現 

材端バネ要素 

• 変形・破断が生じる接合
部に配置 

• x(材軸)方向には所定の
復元力モデル、y,z方向
は剛相当 

(柱梁) 軸力要素 

• 両端ピン 
• 弾性軸剛性 

筋かい(軸力要素) 

• 圧縮筋かいと引張筋
かいを二重に配置 

• 圧縮筋かいは圧縮変
形時、引張筋かいは
引張変形時にのみ耐
力を有する 

圧縮筋かい 
引張筋かい 

x y z 

モデル図：日本システム設計 



海外の中高層木造建築 

信州大学 静岡大学 



振動台実験（NEES/信州大学） 



耐震要素 



構造システム 

ラーメン/耐力壁 ラーメン/ラーメン 



耐震要素 

高耐力 
靱性確保 接合部降伏 



構造解析 

構造設計 
構造計画 
構造解析 



中高層木造 

構造＋材料 



木質構造学 Wood Engineering 



エンジニアード・ウッド 
集成材：丸太の利用効率30% 

LVL MDF 

パーティクルボード 



エンジニアード・ウッド 

製材は？ 



木材 

バラツキとつきあう 
 

材料特性、構造性能の明らかな木（JAS構造用製材） 
 

強い木≠いい木、 弱い木≠悪い木 
 

構造性能：ヤング率、強度、含水率 

E90 



木質材料 

材料特性を見抜く目 
 → JAS構造用製材 



構造設計と材料 

無等級材 JAS構造用 
製材 

構造用 
集成材、 
LVL等 

新しい 
木質材料 

壁量計算 ○ ○ ○ △ 
許容応力度等計算 ○ ○ 
限界耐力計算 ○ ○ ○ 
時刻歴応答解析 ○ ○ ○ ○ 

設計法と使用材料 

※壁量計算 戸建住宅を前提。延床面積500m2以下。 



中高層木造 

混構造 



東部地域振興ふれあい拠点（2011） 
設計：山下設計 



中高層木造 

設計：日建設計 



混構造 

エムビル 丸美産業 木材会館 下馬プロジェクト 

東部地域振興ふれあい拠点施設 

RC造とS造との混構造（共存） 統一された設計手法の整備 



中高層木造 

環境（防・耐火） 



準耐火構造 

3階部分を共同住宅等、特殊建築物の用
途に供する建築物は従来「耐火建築物」と
することが原則。 
 
平成4年の建築基準法改正により、防火上
及び避難上の一定の技術基準に適合する
準耐火建築物(1時間)であれば木造三階
建共同住宅の建設が可能。 



準耐火構造 

準耐火構造（60分の火災後にも倒壊しない。） 
 燃えしろ設計 
  燃える速度（0.7mm/分）から燃える量を想定 



準耐火構造 

写真：桜設計集団 



耐火部材 

2000年の基準法改正により、 
    木質材料を使用して耐火建築を建築可能となった。 
 
準耐火構造（60分の火災後にも倒壊しない。） 
 
耐火建築物（60分の火災後に倒壊しない。） 
                ＋火災後に自鎮する。（放置火災対策） 



耐火部材 

 2000年の基準法改正により、木質材料を使用して耐火建築を建築
可能となった。 
 木質材料を用いた耐火部材の考え方には、 
   １．不燃材で耐火被覆 (Fire Protection) 
   ２．燃えどまり部材を挿入 (with Fire Stop Elements) 
   ３．不燃材料とのハイブリッド化 (with Hybrid Elements) 
   ４．燃え尽き型 



ジーシービル（2000） 

鉄骨造木製耐火被覆 



M-Bldg 2005 



M-Bldg 2005 



丸美産業本社ビル 



ウッドスクエア（2012） 



東部地域ふれあい拠点施設（2011） 



混構造 



中高層木造 

構造＋防・耐火＋意匠 



混構造 



ウッドスクエア（2012） 



S-Project 2009 

中層木造建築 

写真：KUS 



燃え止まり型耐火木造 

燃え止まり型耐火木造部材 



日本の中高層木造建物（計画） 

竹中工務店 

竹中工務店 



中高層木造 

設計 
コスト＋生産システム 



建築コスト 

大量生産・規格品・オープンシステム 

105、120幅 



建築コスト 

一品生産・特注品 



鉄骨造 



東部ふれあい拠点（2011） 

住宅より単純だけど大きい 



準耐火構造 

写真：桜設計集団 準耐火も大きい 



建築コスト 

中大規模木造用部材寸法 

. 
 

105 
120 
シリーズ 

木造住宅用部材寸法 

線材 

面材 
建物モジュール 

3×6（910×1820） 

大断面集成材 ハイブリッド部材 

180,210,240 
シリーズ 

（樹種別） 

4×8（1200×2400） 



推奨部材断面 

中大規模木造用部材寸法 

 断面規格 燃えしろ設計対応 
 製材  150 × 360、450 
 集成材  150、180、210、240（120×２） 
     × 450、600、750、900 
 LVL  150 
    × 450、600、750、900、1050、1200 
 樹種・規格 
 集成材  E65F225（スギ） 
   E105F300、E95F270（カラマツ） 
 LVL  60E（スギ）、120E（カラマツ） 
  
平面モジュール 1200 4×8板、4×10（壁） 



推奨部材断面 



接合部 

特注品、規格品 



接合部 



接合部 



構造システム 

確認申請に使用できる技術情報 
 
【課題】 寸法、樹種の多様性 
 
→ 部材断面の標準化、構造性能 

引きボルト型 合わせ梁型 鋼板挿入型 



構造システム 

引きボルト型 合わせ梁型 鋼板挿入型 
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誰かがやった実験を活用できる 



構造システム 

確認申請に使用できる技術情報 
 
【課題】 寸法、樹種の多様性 
 
→ 部材断面の標準化、構造性能 

引きボルト 鋼管挿入 グルードインロッド 
GIR 

ラグスクリューボルト 
LSB 



大型木造用部材 

大規模木造建築ハンドブック 



大型木造用部材 

部材の特徴 
施主への説明資料 



大型木造用部材 

部材の 
外観・形状 
使用材料 

適用条件、概要 
接合具、問合せ先 

最新データ 
詳細データは 
HPから入手 

理論式 
計算式 

解析モデル 

特性値 

荷重変形関係 

破壊性状 



大型木造用部材 

解説 

使用例 



中高層木造 

設計用データの蓄積・活用 



設計 

大規模建築、公共建築 
 組織事務所 
 ゼネコン設計部 
 
 
 
木造建築 
 小規模設計事務所 
 工務店 

設計支援情報 
 日本集成材工業協同組合 
 日本合板工業組合連合会 
 全国LVL協会 
 team Timberize 

設計者 

大規模木造建築？ 

壁倍率 許容応力 



設計 

多様化（樹種、素材、寸法） 



設計 

大規模建築、公共建築 
 組織事務所 
 ゼネコン設計部 
 
 
 
木造建築 
 小規模設計事務所 
 工務店 

設計支援情報 
 日本集成材工業協同組合 
 日本合板工業組合連合会 
 全国LVL協会 
 team Timberize 
 JBN（工務店サポートセンター） 

設計者 

大規模木造建築？ 



建築コスト 

中大規模木造用部材寸法 
大断面集成材 ハイブリッド部材 

180,210,240 
シリーズ 

（樹種別） 

4×8（1200×2400） 

製材 

部材断面の規格寸法 

? 



Mokuzai-kaikan 2009 



大型木造用部材 

大規模木造建築ハンドブック 

さまざまな木質材料、工法 



大型木造用部材 

デイサービスセンター かがやき 
群馬県邑楽町 2005年 
地上1階建 675㎡ 木造 
設計：栽花建築設計事務所 
構造設計：稲山正弘 
小断面集成材による平行弦トラス架構を用いてスパン１５ｍの広い空間を実現。 



大型木造用部材 



大型木造用部材 

JBN（工務店サポートセンター） 



大型木造用部材 



大型木造用部材 



都市木造へ向けて 

建築設計者へ 
 魅力的な大規模木造とは 
 仕上材 
 
構造設計者へ 
 基準断面の使用 
 必要な技術の提案 
 
木質材料関係者へ 
 木質材料特性データの提供、整備 
 さまざまな材料を並列に 
 標準断面部材のコスト削減 
 
接合具メーカ関係者へ 
 構造設計のための情報提供、整備 
 
一般の方へ 
 都市木造を体験して要望を。依頼を。 
 

木造建築の可能性を拡げるために。 
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